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9月

人権パネル展初日

ふくおかの花プレゼント

ぶらんこのおはなし会

多肉植物寄せ植えWS

おはなし会 ( 乳幼児向け )

ミニゲームデー

上映会

こぎん刺しのくるみボタン作り

おはなし会 ( 子ども向け )

人権パネル展最終日

笑顔の写真展初日

子どもの折り紙教室

上映会
『水はみどろの宮』イベント

おはなし会 ( 乳幼児向け )

「知る」ってたのしい！inふくちのち

上映会

笑顔の写真展最終日

おはなし会 ( 子ども向け )

大人のための朗読講座

クッキングラボ(酵素ジュース)

福智町図書館・歴史資料館
ふくちのち

http://fukuchinochi.com
10:00-19:00

福智町赤池970-2
☎ 28-2855

❶「すぐ不安になってしまう」が一瞬で消える方法
　 （すばる舎） 　大嶋 信頼／著

❷変幻（講談社）
 　今野 敏／著

❸美人３分（三恵社）

　 山田 万希子／著

❹60歳を迎えた人の厚生年金・国民年金Q&A
　 （服部年金企画） 　服部 営造／著

❺とことん（フレーベル館）
 　井上 篤夫／文

❻手おけのふくろう（福音館書店）
 　ひらの のぶあき／ぶん

❼生命の歴史えほん（PHP研究所）
 　猪郷 久義／監修

❽ホテルやまのなか小学校（PHP研究所）
 　小松原 宏子／作

一
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新着本

日時 ▶９月17日日14：00～15：30
場所 ▶１階 ワクワクワ広場
▶挿画を担当し、作者とも幼い頃から親交のある山福朱実氏などゲス
ト4 名をお迎えし、歌やギター演奏、祭文語り、対談などを行います。
9 月14日木～30日土はワクワクワ広場で版画展も開催します。

石牟礼道子『水はみどろの宮』
うたい語りつくし！イベント

↓
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イベント

日時 ▶９月10日日　場所 ▶１階 ものづくりラボ　
対象 ▶ ① 10：30～12：30…高校生以上
　　　② 14：00～16：00…小学４年～中学生
▶ 10種類の糸から、好きな色を選んで布に模様を刺繍し、くるみ
ボタンに仕上げます。くるみボタンはご自宅で髪留めやキーホル
ダー、アクセサリーなどに加工して楽しんでいただけます。

こぎん刺しの
くるみボタンを作ろうイベント

日時 ▶９月14日木ー24日日
場所 ▶１階 ワクワクワ広場
▶プロカメラマン古川雅也氏が
８月５日に撮影した来館
者の笑顔の写真を展示。
親しい人の笑顔に出会
えるかもしれませんよ。

笑顔の写真展

★マークのものは申し込みが必要となります。￥マークのものは有料です。

￥

￥

￥

10:30-12:30
14:00-16:00

10:30-12:30
14:00-16:00

(おとな向け)
『信さん  炭坑町のセレナーデ』

(子ども向け)
『ムーミン 魔法の巻』

(乳幼児向け )
『げんきげんきノンタン がんばるもん』

① 10:30-
② 13:00-

第10回「知る」って
たのしい！inふくちのち

日時 ▶９月23日土14：00～15：00
場所 ▶ 2 階 多目的室
講師 ▶猫本専門店 書肆吾輩堂
　　   店主 大久保 京 氏
テーマ ▶「私が猫本屋を始めたわけ」
▶先着 30 人限定。電話もしくはふ
くちのち窓口でお申し込みください。

ピ
ア
ック
ップ

各回定員10名
参加費 500円

（要予約）

クッキングラボで酵素
ジュースづくりを行います。

各回１時間半程度を予定
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昔の写真を探しています！
問本庁2階広報・広聴係
　☎22-7766
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夏の福智を代表するイベント
が開かれる新町通り商店街。
多くの商店が立ち並んだ通り
は町の中心的存在でした。祭
りの夜はその時代が蘇るよう
に、今も多くの人で賑わいます。

撮影日●昭和40年頃
撮影場所●金田新町通り商店街

活気あふれる町の中心

小
四

▶平元君と安在君、町から
２人の投手が甲子園に出場。
明るい話題に、例年以上に
観戦する機会が増えました。
関係者が嬉しそうに語るエ
ピソードは、２人の人柄の良
さを表すものばかり。スポー
ツは心を磨くと言われますが、
それだけでなく、素晴らしい
人間性があるからこそ、周囲
の協力を得て優秀な成績を
残せるのだと思います。（田代）
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▶今まで一度も町外に住ん
だことが無いため、ふるさとを
恋しく思う気持ちは想像でし
かありません。ただ、旅行な
どから帰って来た時に福智山
が迎えてくれると、どこかホッ
とする… これがふるさとの安
心感なのかなと感じています。
都会ではないけれど、すごく
田舎でもない。暮らすにはま
さに“ちょうどいい”町の存続
のため、頑張ります。（日吉）


